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日
間
、
自
動
車
工
学
セ
ン
タ

ー
で
自
動
車
実
習
を
体
験
し

た
。
　

　
実
習
は
、「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

車
の
実
習
」「
機
械
工
作
・

Ｃ
Ａ
Ｍ
」「
将
来
型
モ
ビ
リ

テ
ィ
実
習
」
の
３
部
門
に
分

か
れ
て
行
わ
れ
、
セ
ン
タ
ー

の
職
員
が
指
導
に
あ
た
っ

た
。
高
校
に
は
な
い
本
格
的

な
工
作
機
械
を
使
っ
た
実
習

に
、
生
徒
た
ち
は
真
剣
な
表

情
で
取
り
組
ん
で
い
た
。
将

来
自
動
車
関
連
の
道
を
目
指

す
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
、

日
々
進
化
す
る
自
動
車
の
原

理
や
構
造
、
整
備
技
術
を
学

び
、
最
新
の
知
識
を
深
め
る

貴
重
な
機
会
に
な
っ
た
よ
う

だ
。

　
本
学
の
国
際
交
流
協
定
校

で
あ
る
東
北
電
力
大
学
（
中

国
吉
林
省
）
か
ら
の
交
換
留

学
生
が
10
月
17
日
に
来
日
し

た
。
同
大
学
と
は
２
０
１
９

年
度
に
国
際
交
流
協
定
を
締

結
。
20
年
度
か
ら
交
換
留
学

生
を
受
け
入
れ
る
予
定
だ
っ

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
延
期
と

な
り
、
今
年
初
め
て
実
現
し

た
。

　
５
人
は
来
年
８
月
ま
で
人

間
学
部
人
間
文
化
学
科
に
所

属
し
、
日
本
語
や
日
本
文
化

に
関
連
す
る
科

目
を
学
ぶ
。

　
10
月
21
日
、

５
人
は
国
際
交

流
セ
ン
タ
ー
長

の
水
野
純
理
工

学
部
教
授
と
と

も
に
尾
池
守
学

長
の
も
と
を
訪

れ
、
一
人
ず
つ

自
己
紹
介
を
行

っ
た
。

　
東
北
電
力
大

学
で
日
本
語
を

専
攻
し
て
い
る

５
人
は
そ
れ
ぞ

れ
流
ち
ょ
う
な
日
本
語
で

「
子
ど
も
の
頃
に
日
本
の
ア

ニ
メ
を
見
て
、
日
本
で
生
活

し
て
み
た
い
と
思
っ
て
い

た
」
「
さ
ま
ざ
ま
な
日
本
文

化
を
体
験
し
て
視
野
を
広
げ

た
い
」「
日
本
人
の
友
人
を

た
く
さ
ん
作
り
た
い
」
な

ど
、
留
学
の
き
っ
か
け
や
目

標
を
語
っ
た
。

　
尾
池
学
長
は
、「
日
本
人
学
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専
修
大
学
北
上
高
校
自
動

車
科
２
年
生
20
人
が
高
大
接

続
事
業
と
し
て
本
学
を
訪

れ
、
10
月
27
日
、
28
日
の
２

進
路
支
援
ガ
イ
ダ
ン
ス

　
本
学
進
路
支
援
係
に
よ
る
ガ
イ
ダ
ン

ス
「
４
年
生
内
定
者
に
直
接
聴
け
る
チ

ャ
ン
ス
！
　
就
職
活
動
体
験
談
」
が
10

月
20
日
、
３
年
ぶ
り
に
対
面
形
式
で
開

か
れ
、
３
年
次
生
約
１
０
０
人
が
参
加

し
た
。

　
当
日
は
、
企
業
・
団
体
か
ら
内
定
を

得
た
４
年
次
生
10
人
が
、
就
職
活
動
の

ノ
ウ
ハ
ウ
、
自
己
Ｐ
Ｒ
の
方
法
、
Ｓ
Ｐ

Ｉ
テ
ス
ト
対
策
な
ど
を
後
輩
た
ち
に
伝

え
た
。
面
接
の
際
に
質
問
さ
れ
た
こ
と

や
コ
ロ
ナ
禍
で
工
夫
し
た
こ
と
な
ど
、

実
体
験
に
基
づ
く
具
体
的
な
話
も
多

く
、
参
加
者
は
熱
心
に
メ
モ
を
取
り
な

が
ら
耳
を
傾
け
て
い
た
。

　
本
格
的
な
就
職
活
動
を
間
近
に
控
え

た
３
年
次
生
か
ら
は
「
何
が
必
要
で
、

何
に
気
を
付
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い

か
、
参
考
に
な
る
話
を
た
く
さ
ん
聞
く

こ
と
が
で
き
た
」「
就
職
活
動
の
開
始

が
近
づ
い
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
実
感

し
た
。
今
後
は
よ
り
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
動

こ
う
と
思
う
」
な
ど
、
前
向
き
な
感
想

が
多
く
聞
か
れ
た
。

　
進
路
支
援
係
で
は
今
後
、
人
事
採
用

担
当
者
が
伝
え
る
「
書
類
選
考
・
面
接

の
通
過
Ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
と
は
」（
12
／
15
）、

「
就
職
活
動
総
ま
と
め
講
座
」（
１
／
19
）

な
ど
を
開
催
予
定
。
詳
細
は
「
ｉ
ｎ 

Ｃ
ａ
ｍ
ｐ
ｕ
ｓ
」
で
。

　「
石
巻
市
消
防
団
（
石
巻

専
修
大
学
モ
デ
ル
学
生
消
防

団
員
）」の
辞
令
交
付
式
が
10

月
22
日
、
市
防
災
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
た
。
鈴
木
智
也
さ

ん
（
経
営
２
・
宮
城
県
気
仙

沼
高
）、今
野
直
幸
さ
ん
（
経

営
２
・
宮
城
県
仙
台
育
英
学

園
高
）、鈴
木
秀
磨
さ
ん
（
経

営
１
・
宮
城
県
石
巻
北
高
）、

逸
見
亮
太
さ
ん
（
経
営
１
・

山
形
県
山
形
市
立
商
業
高
）、

真
坂
蔵
人
さ
ん
（
理
工
１
・

東
京
都
東
京
電
機
大
学
高
）

の
５
人
が
参
加
し
た
。

　
若
い
世
代
の
消
防
団
員
確

保
を
目
的
に
、
本
学
の
学
生

に
消
防
団
と
し
て
参
加
し
て

も
ら
う
独
自
の
制
度
で
、
石

巻
専
大
モ
デ
ル
と
し
て
今
年

新
設
さ
れ
た
。
学
生
消
防
団

員
は
、
市
消
防
団
本
部
付
の

特
別
消
防
団
員
と
し
て
規
律

訓
練
や
救
命
救
急
講
習
な
ど

を
受
講
す
る
ほ
か
、
災
害
発

生
時
は
危
険
を
伴
わ
な
い
後

方
支
援
活
動
に
加
わ
る
。

　
当
日
は
辞
令
交
付
式
に
続

い
て
、
齋
藤
正
美
石
巻
市
長

を
表
敬
訪
問
。
そ
の
後
、
第

１
回
の
講
習
が
行
わ
れ
、
学

生
た
ち
は
真
剣
な
表
情
で
消

防
活
動
に
つ
い
て
学
ん
で
い

た
。

　
硬
式
野
球
部
に
所
属
す
る

今
野
さ
ん
は
、「
地
域
貢
献
し

た
い
と
考
え
、
学
生
消
防
団

員
に
応
募
し
た
。
野
球
部
の

活
動
と
両
立
さ
せ
な
が
ら
、

一
つ
で
も
多
く
の
ス
キ
ル
や

知
識
を
身
に
つ
け
た
い
」
と

意
気
込
み
を
語
っ
た
。
鈴
木

秀
磨
さ
ん
は
、「
講
習
会
に
参

加
し
、
消
防
団
が
地
域
の
な

か
で
さ
ま
ざ
ま
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
消
防
団
の
重
要
性
を
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
た
。

　
経
営
学
部
の
庄
子
真
岐
ゼ

ミ
が
一
般
社
団
法
人
Ｏ
Ｎ
Ｅ 

Ｔ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｕ 
Ｈ
Ｕ
Ｂ
と

共
同
で
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト

「
Ｉ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｉ 

Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ 

Ｗ
Ａ
Ｌ
Ｋ
〜

石
巻
専
修
大
学
生
が
ア
テ
ン

ド
す
る
デ
ィ
ー
プ
な
石
巻
歩

き
〜
」
が
10
月
15
日
に
実
施

さ
れ
た
。

　
本
学
は
今
年
度
「
岩
手
・

宮
城
・
福
島 

Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ 

文
学
賞
・
映
像
賞
」
の
実
行

委
員
会
に
参
画
し
て
い
る
。

同
賞
は
３
県
に
足
を
運
び
た

く
な
る
文
章
や
映
像
を
募
集

す
る
も
の
。
今
回
の
街
歩
き

は
、
石
巻
を
来
訪
し
た
だ
け

で
は
分
か
ら
な
い
魅
力
を
参

加
す
る
方
々
に
感
じ
て
も
ら

い
、
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
映
像
作
品

に
応
募
し
て
も
ら
う
こ
と
を

目
的
に
開
催
さ
れ
た
。

　
当
日
は
、
県
内
在
住
者
８

人
が
参
加
。
庄
子
ゼ
ミ
生
13

人
と
人
間
学
部
の
遠
藤
郁
子

ゼ
ミ
生
３
人
が
ガ
イ
ド
を
務

め
た
。

　
か
わ
ま
ち
交
流
セ
ン
タ
ー

で
は
庄
子
ゼ
ミ
に
よ
る
竹
こ

も
れ
び
ナ
イ
ト
、
旧
プ
ロ
シ

ョ
ッ
プ
ま
る
か
で
は
遠
藤
ゼ

ミ
に
よ
る
リ
ボ
ー
ン
・
ア
ー

ト
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
取

り
組
み
を
紹
介
す
る
な
ど
、

石
巻
専
大
生
ら
し
い
視
点
で

街
の
見
ど
こ
ろ
を
案
内
し

た
。
そ
の
ほ
か
、
ニ
ュ
ー
ス

博
物
館
「
石
巻
ニ
ュ
ー
ゼ
」

で
は
、
震
災
直
後
に
石
巻
日

日
新
聞
社
が
号
外
と
し
て
発

行
し
た
「
手
書
き
壁
新
聞
」

の
実
物
を
見
学
。
参
加
者
も

学
生
た
ち
も
石
巻
を
よ
り
深

く
知
り
、
そ
の
歴
史
や
魅
力

を
存
分
に
味
わ
っ
て
い
た
。

　
庄
子
ゼ
ミ
の
佐
貝
和
希
さ

ん
（
経
営
３
・
宮
城
県
明
成

高
）
は
、「
コ
ー
ス
の
作
成
に

あ
た
り
、
石
巻
の
街
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
方
か

ら
、
こ
れ
ま
で
知
ら
な
か
っ

た
石
巻
の
魅
力
を
た
く
さ
ん

聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
参
加

者
か
ら
『
楽
し
か
っ
た
』
と

い
う
評
価
を
も
ら
い
、
と
て

も
充
実
し
た
１
日
に
な
っ

た
」
と
感
想
を
述
べ
た
。

生
と
積
極
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
大

事
。
日
本
と
中
国
は
隣
国

で
、
共
通
点
も
あ
れ
ば
相
違

点
も
あ
る
。
お
互
い
の
違
い

を
認
め
、
相
手
に
対
す
る
理

解
を
深
め
な
が
ら
日
本
で
の

生
活
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」

と
激
励
の
言
葉
を
送
っ
た
。

仙台空港に到着した５人

尾池学長（左奥）と懇談する留学生たち

石巻市消防団長から辞令が交付された

地域防災の担い手に
学生５人が新制度に参加

石巻市消防団 辞令交付式

ゼミ生の案内で商店街を散策する参加者

石
巻
の
デ
ィ
ー
プ
な
魅
力
紹
介

石
巻
の
デ
ィ
ー
プ
な
魅
力
紹
介

経営・庄子ゼミ 街歩きイベント経営・庄子ゼミ 街歩きイベント

自動車工学センターの職員から

エンジンの構造を聞く高校生

来
年
８
月
ま
で
日
本
語
や
日
本
文
化
を
学
ぶ

中国・東北電力大学から中国・東北電力大学から
初の交換留学生５人が来日初の交換留学生５人が来日

４
年
次
生
の
貴
重
な
ア
ド
バ
イ
ス
に

耳
を
傾
け
る
３
年
次
生
た
ち

先
輩
が
就
活
の
ノ
ウ
ハ
ウ
伝
え
る

いしのまき子ども未来スクール実行委員会
contact@kuchibueshoten.co.jp

【日時】11月27日（日）14 ～ 16時
【会場】石巻専修大学
【対象】石巻市内の小学４～６年生
【定員】30人（先着）

石巻の動物博士になろう
講師:辻 大和 理工学部准教授

いしのまき
子ども未来スクール

ウインタースクール

石巻専修大学×ポプラ社
参加無料

専
大
北
上
高
自
動
車
科
が
実
習
体
験

専
大
北
上
高
自
動
車
科
が
実
習
体
験

高
大
接
続
事
業


